
　児童生徒一人一人の実態や発達段階に応じた支援を実現するため、支援員の配置を拡充し、指導体制を充実
する。
・支援員は担任教諭と連携し、支援が必要な児童生徒の実態に応じた支援を行う。
・支援の充実を図るため、一人一人の自立に向けた支援の在り方について支援員を対象とした研修会を実施す
　る。（４月・10月）

事業の成果・今後の展望等

　児童生徒が安心して学ぶことができるよう、様々な障害のある児童生徒に対する学習活動の上の支援や学校生活
上の介助を行うことで落ち着いて学習に取り組む時間を確保することができた。
　支援員が担任教諭と連携することで、支援が必要な児童生徒一人一人の実態に応じた支援を行うことができた。
　今後も、児童生徒一人一人が安心して学び、活躍できる教育活動を進めていくため支援員を配置し、個に応じた
支援を行う。

問い合わせ先 綾部市教育委員会学校教育課（0773-42-4323）

事業の経過・背景・課題

　学習活動上の支援や学校生活上の介助が必要な児童生徒が年々増加傾向にある中、障害のある児童生徒が
安心して学び、活躍できる教育活動を進めていくためには、個に応じた支援を行うことが重要である。
　学校生活のみならず、将来の自立に向けて一人一人の実態や発達段階に応じた支援を行うため、担任教諭に加
え、特別支援教育支援員（以下「支援員」）によるサポート体制の構築が必要である。
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